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Abstract
The objective of this paper is to examine the evolving activities of support groups for HIV-
positive people in Northern Thailand. The study is based on observations made during the
authorʼs documentary film production process. HIV-positive people have been studied in both
academic papers and films, and this paper examines both. Previous research on HIV support
groups has examined topics such as self-governance [Tanabe 2008; 2012] and HIV-positive
communities. However, few studies have looked at the issue from an everyday activities
perspective after 2010, and there are no clear details regarding how people in these communities
manage everyday life.
This paper also examines how the relatedness that was newly formed through the
production of the film,Weaving the Web of Life Together Today and for Tomorrow, resulted in an
HIV support group. In this context, a comparative analysis of two groups, an HIV support group
under public hospital management and an independent grassroots support group, is conducted. In
conclusion, the paper posits that the creation of living space is essential for a support group to
maintain its relations. A living foundation for HIV-positive people is needed to construct a
network through cooperative work and everyday conversation. This paper explores the process
of creating relationships through the production of a documentary film.
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タイで最初にHIV の感染が報告されたのは，1984 年のことである。その後，HIV 感染は爆
発的に拡大し，80 年代後半には感染率が人口の 1% を超えるまでになり，国家レベルでのエ
イズ予防対策が展開された。行政機関と医療機関，そして地域コミュニティが一体となって









じられてきた [田辺 2008]。田辺は，北タイのエイズ自助グループの活動を 20 年以上に渡り
考察し，HIV 陽性者の生の実践を，ブルデューの実践理論「ハビトゥス」を用いて分析した


































本論文で用いる映像は，2000 年 10 月〜2003年 10 月，2007 年 2 月〜2008 年 2 月，2012 年





県は 9つの郡と 68 の行政区，そして 632 の村から成る (地図 1)。1977 年に，タイ国内におい
て 72番目に登録された県である。人口は約 52万人 (そのうち少数民族が約 2万人) で，労働
者の約 60% は稲作を中心とした農業に従事している。ラオス国境沿いには，メコン川が流れ，
県全体の面積の 37.7%は森に覆われ風光明媚な自然に囲まれた土地である [Pakdeepinit 2007]。
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パヤオ県における 1989 年から 2014 年の HIV 陽性者／エイズ患者の総数は 1万 7,651 人で
あり，50 人に 1 人 (2%) がHIV に感染している。そのうち 7,745 人がエイズで亡くなってい
る [Phayao Provincial Health Office， 以下 PPHO 2014]。男女比は，男性 1万 1,007 人に対し，
女性は 6,644 人 (1.7 : 1) で，1989 年の 4 : 1 の割合と比べると，女性 HIV 陽性者の割合が大
幅に増えている。2011 年度の HIV 陽性者／エイズ患者の総数は 1万 7,246人と，パヤオ県の
感染率は，2011 年 3月 11 日時点で，タイ国内で最も高い値であった [ibid.; Jeefoo 2012: 38]。
映画の舞台である主人公のアンナとポムの住むチュン郡は県の中央に位置する人口 5 万
1,696人 (男性 2万 5,063人：女性 2万 6,633人)，7 行政区，86 村を擁する地域である。郡内
には，国立チュン病院の他，コミュニティ病院が 1カ所，そして保健所が 9カ所にある。チュ
ン郡のエイズ患者／HIV 陽性者数 (1989 年〜2012 年 7 月) は，次の通りである。エイズ患者
数 1,476人，HIV 陽性者数 737 人，エイズ患者数と HIV 陽性者数の合計は 2,213人，男女比
は 1.4 : 1 [DCC 2012] である。感染経路は，93.7% が性交渉，ついで母子感染，静脈麻薬摂取
による感染である。年齢別には，30〜34歳が一番多く，次いで 25〜29歳が多い。職業別人口
では，農業従事者が 60% を占め，ついで自営業者，公務員が多くを占めている [ibid.]。タイ




出所：DCCレポート [DCC 2012] を基に筆者作成
注：本地図では煩雑さをさけるため，パヤオ県内の各「郡」は省略した。
0.7% の割合になっている [UNAIDS 2014]。この値から見ても，チュン郡の HIV 感染率 (約
4%) の高さがわかる。















ようになった。そこで，県は，1989 年にエイズ予防コントロール委員会 (The Provincial
Committee for AIDS Prevention and Control) を立ち上げ，さらに 1994 年には，パヤオ・エ
イズ・アクションセンター (The Phayao AIDS Action Centre，以下 TPAAC) を新たに立ち
上げた [UNAIDS 2000: 39]。
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ズ患者の生活改善の実現を公約した [関 1997]。そして，1996年にはパヤオ県のエイズ対策予
算の 75% が保健省から出資された。さらに，1998 年には，エイズに関する NGO などに対す
る予算が 9,000万バーツへ大幅に増加した [MOPH 2012: 368]。保健省の資金調達先の内訳は
WHOなど国連機関がその多くを占めている。
パヤオ県のチュン病院とパヤオ病院は，タイ政府が指定した「エイズ予防対策国家 5カ年計









おける HIV 陽性者らの自助グループの成長過程について以下のようにまとめている [同上論
文: 60-61]。
① 1988〜1992 年 恐怖と排除の時代
② 1993年 NGOの介入と政府への抗議，HIV陽性者の連帯のはじまり
③ 1994 年 NGOの連携と支援による自助グループの結成と拡大
④ 1995 年 HIV 陽性者の自助グループによる政策提言と政府 NGO基金による地域活
動支援の開始
⑤ 1996年 北部自助グループネットワークの設立による相互扶助の開始






2000 年 12 月世界エイズデー。この日，タイ北部に位置するパヤオ県の国立チュン病院に併
設して建てられたエイズ・デイケアセンター「幸せの家」(AIDS Day Care Center 以下，




んだ僧へタムブン (喜捨・功徳を積んで幸福を得ること) をする HIV 陽性者たちの姿が多く





















3．登場人物 (年齢は 2012年 6月の撮影時)




・ポム (男性，39歳) : 1972 年生まれ。アンナの夫。南タイ出身。前妻から 1998 年に HIV
感染。
・J (女性，19歳) : 1992 年生まれ。アンナと前夫の一人娘。バンコクの看護系大学 2年生。
・N (女性，13 歳) : 1998 年生まれ。両親をエイズで亡くす。祖父 (母方) の家で，母の弟
の娘，そして母の弟とともに暮らす。小学 4 年生の時にバンコク近郊へ引っ越し，叔母




・R (女性，44歳) : 1967 年生まれ。夫から HIV に感染。大学 3年生の娘がいる。親子と
もHIV陽性者。
・ケサラ (女性，42歳) : 1970 年生まれ。看護師。エイズ・デイケアセンターで働いてい
る。




DCCは 1995 年 3月チュン病院内1)に併設して建てられた。2014 年の報告書によると患者登
録者数は 537名，うち，男性 243 (子ども 17) 名，女性 294 (子ども 17) 名である。フルタイ
ム・ヘルスワーカー 3名と有給の HIV 陽性者スタッフ 1名，他に，26名の HIV 陽性者のボ
ランティア・スタッフ (うち，10 名はコミュニティ内の家庭訪問専門のボランティア・ス







合いなどが進められていた。チュン郡の HIV 陽性者は，2000 年当時 1,513名であり，うち，





1 ) チュン病院の医師は 8名，そして看護師 55名，歯科医 5名，薬剤師 4名，その他 97名，合計 169
名となっている。ベット数は 30 である [DCC 2014]。









こうした中で，2001 年から抗 HIV 薬の配布がはじまり，看護師や医師による投薬に関する





GPO-VIR という名称の抗HIV 薬 (スタブジン・ラミブジン・ネビラピンという三種の成分を
含む合剤) の国内生産が開始され，無料提供がはじまったことにより，薬を服用するメンバー
が激増した。
このような状況の中，DCC では，2001 年から ARVクリニックがはじまった。新規服用者

















Ms. Katesara，チュン病院，カウンセラー／看護師 [Bonggoch et al. 2009: 1]
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啓蒙活動も同時に進めていくようになっていった。それは，HIV 感染防止と同時に HIV ／
AIDS理解を促し，さらに生徒たちからその親へ情報が伝わることで，地域における理解にも






また，同年中旬より GFATM (The Global Fund to Fight AIDS，Tuberculosis and Malaria
=世界エイズ・結核・マラリア対策基金) のサポートを得ることにより活動がさらに拡がり，
DCC の活動の認知度が国際 NGO の間で除々に高まることで，国際機関のサポート獲得へと







































事例 2 のように，エイズ孤児の子どもたちの精神的ケアを通して，HIV 陽性者女性らは，
エイズ孤児たちの母親的存在にもなっていった。
このように，チュン郡では，ケアの主体が DCC の看護師から HIV 陽性者自身とシフトし
ながら，地域の中で，親密な関係が形成され，地域での活動なども活発に展開されていった。
















































[事例 3 ボランティアスタッフ Rの語り]
昔は何人か一緒に仕事をしてたわ。でも今は皆，自分の生活が忙しくて。ボランティア精
3 ) 2012 年に抗 HIV 薬を受けているメンバー数は 547名へと，10 年前の人数の 30倍となった [DCC
2014]。































4 ) 1992 年には 1,190万バーツだった予算は，1995 年には 7,500 万バーツ，1998 年のピーク時には，
9,000万バーツに増額された。しかし，1999 年以降は，予算は徐々に減らされ，2004 年には 7,000









ループとして 1999 年にパヤオ県プサン郡でスタートした。設立当初はメンバーは約 50名で
あったが，2014 年には 120名へと増加した。そのうち女性が 3分の 2 で，30 代が主を占めて
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での会議や研究会への参加などである。往復にかかるガソリン代なども資金から賄われる。そ





























































じめ， NGO 関係者などが会議に参加した。これから 3〜5 年先の活動についてどうあるべき
なのか話し合いがもたれた。この会議には Pもパヤオ県のHIV 陽性者の自助グループの代表
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P：昨年は 3 万 6,000バーツぐらいで売ったよ。もち米は家族で食べる分だけ。






































































































り〉に基づく実践の動態に関する研究」(研究代表：速水洋子) の助成費 (研究協力者として参加) で可
能となりました。また，査読者の先生方からは，有益なコメントをいただきました。深謝の意を表して謝
辞と致します。
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